
二本松市教育委員会会議録 

 

令和３年８月２６日午後３時００分二本松市教育委員会定例会議を二本松市役

所教育委員会室に招集した。 

○会議に出席した委員は次のとおりである。（発言内容を簡略化） 

教   育   長   丹 野   学 

教育長職務代理者   佐 藤 英 之 

教 育 委 員   関   奈央子 

教 育 委 員   関   健 至 

教 育 委 員   太 田 左恵子 

○会議に説明のため出席した職員は次のとおりである。 

教 育 部 長   内 藤 徳 夫 

教 育 総 務 課 長   石 井 栄 作 

学 校 教 育 課 長   安 齋 憲 治 

生 涯 学 習 課 長   服 部 憲 夫 

文 化 課 長   鈴 木 啓 樹 

 

○教育長（丹野） それでは、ただいまから令和３年二本松市教育委員会８月定

例会を開会いたします。 

（宣言 午後３時００分） 

○教育長（丹野） これより会議に入ります。 

委員の出席状況を報告します。 

現在の出席者は、５名であります。会議の定足数に達しておりますので、本

会議は成立いたしました。 

次に、「２ 会議日程の決定」ですが、会議が終了するまでといたします。 

続きまして「３ 会議録署名人の決定」ですが、佐藤英之教育長職務代理者

と関奈央子委員の２名を指名いたします。 

それでは、「４ 前回会議録朗読承認」を事務局よりお願いします。 

（事務局より、令和３年７月２０日の会議録を朗読） 

○教育長（丹野） ただいま事務局より会議録の朗読がありましたが、これにつ

いて皆様からご質問等ありますか。 

（質問等なし） 

○教育長（丹野） それでは、ただいまの会議録については、承認することでよ

ろしいですか。 

（異議なし） 

○教育長（丹野） ただいまの会議録については、承認されました。 



それでは早速、「５ 教育長報告」に移ります。「１ 市議会９月定例会につ

いて」、事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 以上、これらの予定で進めていく予定でありますことをご承

知おきください。 

続きまして、「２ 第３回二本松市教育委員会・小中学校長会定例会の結果に

ついて」、事務局よりお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 以上報告が終わりました。今回も当日佐藤教育長職務代理者

にご出席をいただいております。佐藤教育長職務代理者から何か補足はござい

ますでしょうか。 

○佐藤教育長職務代理者 どの問題についても校長会の方で連絡を取って対応し

ていると感じましたので、安心できるかなと思っております。 

○教育長（丹野） ただいま、事務局からの報告と佐藤教育長職務代理者からの

補足説明を踏まえまして、委員の皆様から何かご質問等はありますでしょうか。 

（質問等なし） 

○教育長（丹野） それでは、次に移ります。「３ 夏季休業期間中の感染状況（学

校）について」、事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） ただいま報告がありましたように２学期となり学校が始まっ

てからも大変厳しい状況であります。我々も改めて気を引き締めて対応してい

かなければならないなと思っております。 

この件に関しまして、委員の皆様からご意見等はありますでしょうか。 

（質問等なし） 

○関健至委員 学校が再開し、感染者が１名でた場合にも学級閉鎖等になるので

しょうか。 

○教育長（丹野） 学級閉鎖等も含め、その辺りの対応を保健所と協議する必要

があると考えております。 

○佐藤教育長職務代理者 報道では、学校等で陽性者が出た場合には、保健所で

はなく教育委員会等で濃厚接触者に該当するかどうかの判断をするような通知

が出されるとも言われております。 

○教育長（丹野） 話には聞いておりますが、あくまでも医療に精通していて、

しっかりと権限を有する人の判断によるべきであると思います。 

次の報告事項も関連しますので、次に移らせていただきます。「４ 二学期以

降の学校行事等の実施見直しについて」、事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 



○教育長（丹野） この件に関しまして、委員の皆様からご意見等はありますで

しょうか。 

（質問等なし） 

○教育長（丹野） 次に「５ 感染状況を踏まえた学習保障対策について」に移

ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 今のところは緊急事態宣言であっても学校は開いております

が、これも今後どうなるか分かりませんので、本来の授業がいつでも行えるよ

うに準備をしておかなければ駄目だということです。 

先日の校長会でも９月の中旬までには、各学校でオンライン授業を実施でき

る準備をするよう指示を出したところです。そうすれば、最低でも担任が朝の

子どもたち一人ひとりの健康観察、あるいは学習課題を先生の顔で、声で確認

し、説明することができます。 

実際問題として家庭でのＷｉ-Ｆｉ環境の問題がありますが、自宅にＷｉ-Ｆ

ｉ環境が無い場合は、公民館なり、学校の空き教室等でオンライン授業を受け

られる形にできないかと検討しております。 

この件に関しまして、委員の皆様からご意見等はありますでしょうか。 

○佐藤教育長職務代理者 特に必要なことだと思いますし、やれるところは、し

っかりとやっていくしかないのだと思います。Ｗｉ-Ｆｉ環境が整っていなかっ

たり、家庭的に親が働いていて日中保護者が居ない場合に学校や公民館に行っ

ても良いということになれば、子どもの居場所も確保できますし勉強もできま

す。そんな方針で進めるのがベストかと思います。 

○関奈央子委員 やはり家庭において、Ｗｉ-Ｆｉに繋がらない等のトラブルが起

きたときが心配です。そういうときの連絡方法等が必要になると思いますが、

まずはやってみることが大切だと思います。 

○教育長（丹野） 昨日他市の中学校で行われた初のオンライン授業では、１ク

ラスを午前中と午後に分けてタブレットを使用したようですが、アクセスが集

中してシステムがパンクしてしまったとのことでした。関奈央子委員が仰った

ように不測の事態もありますので、確かにそれらのことも加味する必要もある

かも知れません。 

○太田委員 臨時休業におけるオンライン学習になる可能性は、かなり高くなっ

てきているのでしょうか。また、デルタ株が流行してきて、文部科学省からも

そのような予告があるような状況にあるのでしょうか。 

○学校教育課長 文部科学省からの予告等は、まだありません。ただ、本市とし

ても対面で授業を行うという重要性は皆で共有しておりますので、非常事態の

ために備えるというところであります。 



○教育長（丹野） 本来ＧＩＧＡスクールは、学校内での体制整備であったので

すが、コロナ禍のためにこのような話に変わってきてしまっているのです。本

当にこれは最悪の状況を想定してのことです。太田委員、いかがでしょうか。 

○太田委員 はい。分かりました。 

○関健至委員 先々にテストしておけば、かなり良い考えだと思います。あとは、

子どもたちが親がいない中で、例えば祖父母宅に行くお子さんもいると思いま

すし、そういう子は学校に行くしかないのだと思います。色々な環境があると

思いますので、それらも先生方が把握できるような状態にしておいた方が良い

のかなと思います。 

○教育長（丹野） 関健至委員が仰ったことは、私も一番心配していることなの

です。特に小学校の１～２年生は、いくら学校で接続の仕方等を練習したから

といっても厳しいと思っています。なんとか学校で練習して使えるようにと思

いますが、一番のネックでもあると思います。 

学校教育課長、最終的にどうしても家庭で使えないとなった場合には、やは

り子どもには学校に来てもらうことも考えるしかないのでしょうか。 

○学校教育課長 もちろん、そうなのですが、二本松市のタブレットで一番良い

と思われるのが、子どもたちが持っているタブレット１台１台にフィルタリン

グを掛けることができることです。他市ですとそこがネックになっているとこ

ろもありますので、その点では二本松市は、安心かと思われます。 

○教育長（丹野） これが実行に移るような状況にならないことを祈るばかりで

はあります。なお、特にお子さんのいらっしゃる委員の方からは、今後何か問

題が生じた際には、ぜひ教育委員会へお話していただけますと大変助かります

ので、ご協力よろしくお願いいたします。 

それでは、次に「６ 教職員のワクチン接種状況について」の報告に移りま

す。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） お陰様で教職員の希望者全員がワクチンの２回目接種を終了

いたしました。この件に関しまして太田委員、何かご質問等はありますでしょ

うか。 

○太田委員 今回のワクチン接種は、教職員の何％位であったのでしょうか。 

○学校教育課長 手元に正確な資料がありませんが、教職員約４３０名のうち接

種を受けた教職員が４１７名でありますので、ほぼ全員に近い数値になるかと

思います。 

○教育長（丹野） ワクチン接種を受けられない教職員の殆どは、基本的に受け

たくないということではなく、既往症があり主治医と相談のうえ別途接種を受

けるといった方々でありました。太田委員、よろしいでしょうか。 



○太田委員 はい。 

○教育長（丹野） 次に「７ 文部科学省学力テストの結果概要について」の報

告に移ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 概要は説明のとおりです。今後分析を行い、もう少し具体的

なものにつきましては次回の教育委員会でお示しできるかと思っております。 

○佐藤教育長職務代理者 先程のオンライン研修の際に文科省の方も言っていま

したが、学力等の傾向において、直接ゲームをしているから学力が下がるとい

う訳ではなく、おそらくゲームに時間を取られて学習の時間や意欲が下がって

いるのだろうと。そこが一番の問題なのではないかと言っていました。やはり、

そういう傾向はあるのではないかと思います。 

○教育長（丹野） 佐藤教育長職務代理者からもお話ありましたが、ゲーム漬け

になっているお子さんも非常に多くなっているということですよね。これは学

校の先生方からもよく聞いております。関奈央子委員、いかがでしょうか。 

○関奈央子委員 自分も反省することはありますが、下の子はゲームもスポ少も

やっていません。それでも勉強はあまりやっていないです。テストの成績も悪

いので、それに親が早くに気付き子供に指導しなければいけないと思います。 

○教育長（丹野） 太田委員は今のような話を聞いて、客観的にどう思われます

か。 

○太田委員 私の子供には、高校３年の冬まで携帯を持たせていませんでした。

最低限の連絡をする手段としての機能は持たせていましたが、ネットの契約等

はしていませんでしたので、クラスのＬＩＮＥ等のトラブルには巻き込まれな

い環境であったため、自分の勉強時間に集中出来ていたのだと思います。子供

に携帯を持たせないことは不可能だと言われていますが、やりようによっては

可能なのだなと思います。 

また、高校に入ってからは、周りの子がすごく勉強しているため勉強してい

ることがカッコいいと感じて、自分も勉強しなければいけない意識に変わって

いき成績が上がりました。学校によって違うと思いますが、そういった雰囲気

作りも大切なのだと感じています。 

○教育長（丹野） 太田委員の仰るとおりですね。私自身も太田委員の話を聞く

とそうだなと思いますが、世の中の大半の家庭は携帯を持たせないなんて無理

だろうと思っております。今、コロナ等でも大変ですが、これから子どもたち

を育てていくうえで、未来に悲観するのではなく、明るく出来るといこうとを

話し、子どもたちの意識や意欲を高めていけるよう教育、指導していかなけれ

ばならないと思っております。関健至委員は、どうでしょうか。 

○関健至委員 私の娘は小学生ですが、スポ少ですごく活動しています。でも、



勉強もやっていて学力はたぶん上位だと思います。息子は中学生ですが、部活

しかやっていないのに家でゲームばかりやっています。息子は２２時には終え

て就寝しますが、周りの友達は深夜２時までやっている等の話も聞きます。そ

れで次の日学校に行き、授業中に寝てしまっている話も聞きます。親の意識の

違いなども影響しているのかと思います。 

○教育長（丹野） まとめて、佐藤教育長職務代理者、いかがでしょうか。 

○佐藤教育長職務代理者 学校の雰囲気もそうですが、子どもたちが切磋琢磨し

ていけば、やっていけるのかなと思います。勉強においても部活動、スポ少に

おいても全て楽しいと思っている子どもたちは、時間を作って行動するのです。

学校でも家庭でも雰囲気作りが大事なのだと思いますし、こういう時代だから

こそ、子どもたちに学びの保障と目的・目標を持たせる指導がやはり大事なの

だと思います。 

○教育長（丹野） ありがとうございます。先ほどお話させていただきましたよ

うに、少しずつ精査しながら概要をご報告申し上げて、ご意見を賜りたいと思

います。二本松の子どもたちを一人たりとも取り残したくないと思っておりま

すので、またご指導の方よろしくお願いいたします。 

次に「８ 令和４年度学級編成の基準について」の報告に移ります。事務局

より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 要するに国の法律と県の議会議決に基づいて、適用されると

いうことです。この件については、ご意見等はありますでしょうか。 

（質問等なし） 

次に「９ オリンピックの事前合宿の総括について」の報告に移ります。事

務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） 事務局からの説明がありましたが、クウェート国、デンマー

ク王国の事前合宿もコロナ禍において様々な制限がありましたが、二本松商工

会議所、あるいは東和地域の方々が出来る範囲で対応してくださいました。ク

ウェート国、デンマーク王国の方々も気持ちよく競技に集中でき、帰国された

と伺って私も安心しております。これからもこういった縁を大事にしていきた

いと思っております。この件に関しまして、委員の皆様からご意見等はありま

すでしょうか。 

○太田委員 クウェート国の新聞でも二本松市が暖かく歓迎していただいたとい

う記事が大きく取り上げられていましたね。 

○教育長（丹野） それはとても良かったです。 

それでは、次に「１０ 第１５回市町村対抗福島県軟式野球二本松市チーム



について」に移ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） この件に関しまして、委員の皆様からご意見等はありますで

しょうか。 

（質問等なし） 

次に「１１ 二本松市史跡二本松城跡保存活用計画策定委員会委員の委嘱に

ついて」に移ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） この件に関しまして、委員の皆様からご意見等はありますで

しょうか。 

（質問等なし） 

次に「１２ 「二本松の戊辰戦争」出前授業の事後アンケート調査集計結果

について」についてですが、時間を割愛させていただくことご了承ください。 

資料９は集計結果でございます。資料９－２につきましては、二本松市教育

委員会文化課において作成しました「二本松の戊辰戦争」の出前授業の意義が

記されております。文化課としても今後、他の中学校等で要望があれば、出前

授業を行っていきたいと思っております。委員の皆様からご意見等はあります

でしょうか。 

（質問等なし） 

次に「１３ 令和３年度二本松市コンサートホール自主事業「大井健ピアノ

リサイタル」の中止について」に移ります。事務局より説明をお願いします。 

（事務局より説明） 

○教育長（丹野） この件に関しまして、委員の皆様からご意見等はありますで

しょうか。 

（質問等なし） 

○教育長（丹野） 以上で教育長報告を終了いたします。 

続いて「６ 提出議案」に入ります。まず「⑴ 議案第２０号 令和２年度

教育委員会関係決算の認定について」を議題といたします。事務局の説明を求

めます。 

（事務局説明） 

○教育長（丹野） 説明が終わりました。委員の皆様からご意見等はございます

か。 

（質疑等なし） 

○教育長（丹野） それでは「⑴ 議案第２０号 令和２年度教育委員会関係決

算の認定について」は、原案のとおり可決いたしました。 

次に移ります。「⑵ 議案第２１号 教育委員会関係条例の制定について」を



議題といたします。事務局の説明を求めます。 

（事務局説明） 

○教育長（丹野） 説明が終わりました。いじめ防止条例の制定についてですが、

ご意見、ご質問等ございますか。 

（質疑等なし） 

○教育長（丹野） それでは「⑵ 議案第２１号 教育委員会関係条例の制定に

ついて」は、原案のとおり可決いたしました。 

次に移ります。「⑶ 議案第２２号 令和３年度教育委員会関係補正予算につ

いて」を議題といたします。事務局の説明を求めます。 

（事務局説明） 

○教育長（丹野） 以上説明が終わりました。この件について、ご質問等ありま

すでしょうか。 

○佐藤教育長職務代理者 修学旅行の取扱手数料の変更分については、結構掛か

りますね。 

○学校教育課長 一人当たり２千円から３千円となっております。 

○教育長（丹野） それでは、「⑶ 議案第２２号 令和３年度教育委員会関係補

正予算について」は、承認いただけますでしょうか。 

（異議なし） 

○教育長（丹野） 「⑶ 議案第２２号 令和３年度教育委員会関係補正予算に

ついて」は、原案のとおり可決いたしました。 

○教育長（丹野） 次に移ります。「⑷ 議案第２３号 教育委員会の権限に属す

る事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について」を議題といたします。 

これにつきましては、外部評価委員４名の方に足を運んでいただいて、評価

に対する検証をしていただくことになります。具体的な内容につきましては、

それぞれの担当課が評価をしており、この評価について教育委員の皆様に宜し

いかどうかお伺いして、ご指導等がありましたら修正いたします。それでは事

務局の説明を求めます。 

（事務局説明） 

○教育長（丹野） 説明が終わりました。この件について、ご質問等ありますで

しょうか。 

○関健至委員 スキー教室については、雪の影響も受けやすいので違う方法も考

えた方が良いのかなと思いました。 

○学校教育課長 市内には、塩沢と安達太良スキー場がございます。そういう中

で子どもたちが郷土にあるスキー場に一度も足を運んだことが無いという実態

もあります。体力向上を目的とした事業ではありますが、郷土教育に役立つと

いう側面もありますので、私たちとしましては、実施継続をしたい思いであり



ます。 

○教育長（丹野） それでは、「⑷ 議案第２３号 教育委員会の権限に属する事

務の管理及び執行の状況の点検及び評価について」は、承認いただけますでし

ょうか。 

（異議なし） 

○教育長（丹野） 「⑷ 議案第２３号 教育委員会の権限に属する事務の管理

及び執行の状況の点検及び評価について」は、原案のとおり可決いたしました。 

○教育長（丹野） 以上で提出議案は終わりました。続いて、「７ 協議事項」に

移ります。 

はじめに、「⑴ 次期教育委員会の開催日程について」を協議いたします。事

務局の説明を求めます。 

（事務局説明） 

○教育長（丹野） 説明のとおりですので、よろしくお願いいたします。 

次に「⑵ 今後の日程について」を協議いたします。事務局から説明をお願

いします。 

（事務局説明） 

○教育長（丹野） 校長定例会につきましては、佐藤教育長職務代理者にもご出

席いただいておりますが、他の委員の方々にもご出席いただき、ご意見等いた

だければ有り難いと思っております。 

「⑶ その他」ですが、皆様から何かございますか。 

それでは、以上で定例会の日程は、全部終了いたしました。 

これをもちまして、令和３年二本松市教育委員会８月定例会を閉会いたしま

す。ありがとうございました。 

（宣言 午後５時４分） 


